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1．海洋・沿岸す♯での海洋ゴミの発生・流入防止  

Acせonl．1法的行政的手段  
A¢80nl．2 ■明な海洋ゴミt理  

血畑onl．さ 憎報、教書、アウトリーチと四民太織  
∧¢80nl．4 市長社会との協力  
A（畑onl．5 研究活動  

2．海洋ゴミの量・分布状況の重視  

旭on2．1NOWPAPガイドラインによる海洋ゴミのモニタリング  
仙n2ヱ 海洋ゴミデータベースの蟻持管理   
血加n2．3 円露モニタリングプログラムのチーター積  
仙n2．4 海洋ゴミのt・分布における現状と傾向に関する定期的評価   
ノk蝕m2J5 灘洋ゴミH押東成よの収集  
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11月WMAu作業部会食割こて、各国代膚により地域計青の暮拉ドラフト  
を作成．各国の承匪1こより之○00年から実施予定。  

目 的  
関係国関係機関と協か協≠し、海洋ゴミ間層に取り絶  
むことにより、北西太平洋域における海洋・沿＃の環境  
を改讐するとともに、地域内における海洋ゴミ問題に取  
り報むための地域メカニズム構築を促進すること。   
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1．海洋・沿＃瑠璃での旛洋ゴミの発生・流入防止   
乙海洋ゴミのt・分布状況の監視   
乱既存の鶉洋ゴミの除去  

8．既存の海洋ゴミの臓去  
仙さ．1海■クリーンアップキャンペーン  
A曲nさヱ 既存れ洋ゴミの除去  
A血n3月 海洋ゴミに■する研究活勤  
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1．E¢Onα▼li¢ln血n血   

縁済的手段による海洋ゴミの発生抑制に関する調査検肘  
2．Ab帥donod8ndul或R8日ngQ00r（FAOとの協力〉   

国際馳係機関及び関係国の専門濠の協力を得て、遺棄漁共   
に関する状況とその影響を評価し並びに将来におけるせ界   
的・地域的な取り組みの検討欄値  
3．H州ni茂dM心血慮ngPr血d8（UNES¢0／IO¢との協力）   
国際機朗関係機関、米国、カナダ、オーストラリア、オランダ、   
スウェーデン、英国、♯閂、日本、発農途上国数力四からの書   
門家による作業部会を股tし、海上、海岸、海底の⇒ミについ   
て、世界の既存の綱査と徴用を検討し2008年8月を目♯lこ   
ruNEP／10G海洋ゴミのモニタリング・グロー／くルガイドライン」   
を作成  
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